
とか とかとかあるけど、そもそも ってなんだろう︖
軽く調べる。

の種類

「トランザクションは正しいはず」という前提なところが と呼ばれるゆえ
ん

ゼロ知識証明を使う。
主な⽅式

は の⼀種

のしくみ

という⾔葉を使った意味を に質問 は巻き取るから︖
や で という⾔葉が使われているのは、トランザクションを

で実⾏してバッチ化処理で集めるところを意味しているからですか︖
ご指摘の通り、 や で「 」という⾔葉が使われているのは、

複数のトランザクションをまとめて（バッチ化して）処理し、それらのトランザクション
のデータやその正当性を証明する情報を （イーサリアムのようなメインチェーン）に



「巻き上げる（ ）」 という処理の流れを表しているからです。

に質問 とはそもそもなんでしょうか︖
基本的なしくみ

オフチェーン処理︓トランザクションの処理を で⾏う
バッチ化︓処理した複数のトランザクションを つにまとめる

へのデータ送信︓バッチ処理の結果に関するデータ（またはその正当性を証明する
データ）を圧縮し、単⼀のトランザクションとして に送信

英語として
は「くるくる巻く、画⾯を情報にスクロールさせる、包み込む、現れる、集まる、増え

る」のような意味だった。
クルクル巻くことで⼿元にたぐり寄せるようなところまで意味に含んでいる感じだろうか。

ネットで探す
⽂系 非エンジニアが の についてできるだけ理解する｜
イーサリアムの ソリューション の紹介 インターネットグループ グループ研究
開発本部
【 】 技術とロールアップの仕組み （第１２回）

「 コントラクト」というものがあるようだ
のページが引⽤して⽇本語訳を載せていた
「 とは、ブロックを別のブロックチェーン（「コンセンサスとデータ可⽤性レイ

ヤー」と呼ばれます）に配置し、そのブロックチェーンのコンセンサスとデータの可⽤
性を承継するブロックチェーンである 。」

ロールアップは、トランザクションを 上で処理し、その結果を圧縮して に提出すること
で、効率的なスケーリングを実現します。
今のところは 種類の技術があって、それの実装がいろいろある。

ゼロ知識ロールアップ
⾃動翻訳なのか⽇本語が読みづらい。。。

には⼊⾦状態などを監視するコントラクトがあり定期的に呼び出す
定期的ってどのくらいだろう︖ 代もかかるしそこまで頻度は⾼くない︖
しかし書き込んでいない状態でデータが全員吹っ⾶んだらどうするんだろ
う。。。
ではオフチェーン⽤の を動かす。

オフチェーンがちゃんとやっていることは で のコントラクトを呼び出すこと



で確認できる。
オプティミスティック・ロールアップ


